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一

　

号

｢
日
本
の
森
林
の
復
元
を
求
め
る
請
願
書
｣
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

こ

め

こ

と

に

つ

い

て

､

別

鉱

の

と

お

り

内

閣

捻

理

大

臣

､

大

蔵

大

臣

,

農

林

水

産

大

臣

'

自

治

大

臣

､

絶
務
庁
長
官
'
林
野
庁
長
官
に
意
見
書
を
提
出
す
る
｡

平

成

二

年

三

月

二

十

三

日

提

出

提
出
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

賛
成
者

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
旦

三
朝
町
議
会
棟
鼻

三
朝
町
議
会
議
員

三
朝
町
議
会
議
員

平
　
成
弐
三
石
弐
拾
参
日
　
原
案
可
決

三
朝
町
議
会
観
及
粟
井
由
行
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｢
日
本
の
森
林
の
復
元
を
求
め
る
緒
撤
書
｣
　
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

地
球
的
規
模
で
森
林
が
荒
廃
し
て
い
ま
す
｡

日

本

の

森

林

も

例

外

で

な

-

病

み

衰

え

､

森

林

の

も

つ

公

益

的

機

能

は

低

↑

し

､

こ

の

ま

ま

放

置

す

れ

ば

,

国

民

生

活

に

も

重

大

な

影

響

を

お

よ

ぼ

す

こ

と

は

必

至

の

状

況

に

あ

り

ま

す

｡

ま

た

'

林

薫

と

木

材

関

連

産

業

は

,

構

造

的

不

況

･

不

振

に

あ

え

ぎ

'

山

村

地

域

は

衰

退

し

て

い

ま

す

｡

こ

れ

を

憂

う

声

は

､

八

〇

〇

万

人

に

及

ぶ

｢

日

本

の

森

林

の

復

元

を

求

め

る

緒

擬

音

｣

の

署

名

と

し

て

集

約

さ

れ

､

こ

の

緒

僻

は

､

平

成

元

年

六

月

二

十

二

日

の

第

=

四

回

通

常

国

会

･

衆

参

両

院

本

会

議

に

お

い

て

採

択

さ

れ

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

｡

よ

っ

て

､

政

府

に

お

か

れ

ま

し

て

は

､

採

択

さ

れ

た

｢

繕

擬

音

｣

の

緒

儀

事

項

で

あ

る

左

記

事

項

の

速

や

か

な

実

現

を

強

-

要

望

敦

し

ま

す

｡

記

日

本

の

森

林

資

源

を

拡

充

し

､

林

業

･

林

産

業

の

振

興

を

は

か

る

た

め

､

国

産

材

の

需

要

を

拡

大

し

,

自

然

保

護

と

も

調

和

し

た

豊

か

な

森

林

を

つ

-

り

,

安

心

し

て

生

産

活

動

が

で

き

る

よ

う

国

が

必

要

な

助

成

策

を

と

る

こ

と

｡

国

民

の

期

待

に

応

え

る

国

有

林

と

し

て

再

建

す

る

た

め

に

必

要

な

費

用

が

確

保

で

き

る

よ

う

な

法

律

を

定

め

る

こ

と

｡



以
上
､
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
｡

平
成
二
年
三
月
二
十
三
日

鳥

　

取

　

県

　

三

　

朝

　

町

　

銭

　

金

W
.

L
 
n
H
H
川
は
ユ


